
第48回大会〕

2Sa－3 家庭科教育の変mと今後の課題
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目的：平成元年に小’中゜高校の教育課程が改訂され、平fi!<,8年度、高校で全学年が新教

育課程での実施となった。特に、家庭科教育の而では小・中・高校一貫での男女共修が実

施され、新しい家庭科教育の第一歩を踏み出したといえる。

　そこで、本研究は家庭科教育研究の変mを通して。家庭科教育研究の実態を把握し、数回

に渡る教育課程の改訂が家庭科教育研究にどのように反映しているか、さらに家庭科教育

の主な学問分野である家政学との関連を明らかにすることにより、今後の家庭科教育研究

の方向や課題を検討するための資料を得ることを目的としている。

方法：日本家庭科教育学会誌第１号から第3 7号に掲載された研究論文7 6 8件を対象と

した。今回は、家庭科教育研究の年次的変化を把握するために、①発表件数、②研究者の

所属、③研究者人数、④研究対象、⑤研究分野の５項目について調査しだ。

結果：研究発表件数は、19 8 0年代に急増している。19 6 0年代は単独研究がほとん

どだが、19 7 5年ごろより共同研究が多くなっいる。研究者は国公立・教育学部に所属

している割合が多く、小・中・高校における家庭科教育の実践報告が多い。

研究分野では、いずれの年代も食物分野・被服分野の割合が多く、住居分野は少ないこと

が分かった。
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　＜目的＞本報は，第１報に続き，戦後の家庭科教育の授業実践が依拠した教科

理論や子どもにつけようとした学力，それを保障する具体的な教材，その授業の

方法など，教授学の立場から，男女平等教育の視点で，戦後の家庭科の授業を分

析し，授業実践の諸問題を考察するものである。第２報では，特に，学習者（子

ども）の変容に焦点を合わせて，その実態について考察する。

　＜方法＞1946年度から93年度までの47年間に公刊された月刊雑誌等に収録され

た家庭科の授業記録を教授学でいう「授業を構成する４つのレベル（教育内容，

教材，教授行為，学習者）］に対応して抽出，分析した。抽出された授業記録は

小，中，高校合わせて4, 164事例であった。

　＜結果＞記録で授業後の子どもの変容が客観化されているかどうかを分析した

ところは,全体の18.6%が「客観的な評価基準を明確にしていた」が「子どもの変

容の記述のなし」も24.6%あった。しかし，「記述なし」は年代を経るに従い，減

1少していた。「感想文」は30. 3%,「情緒的な記述」は26.3%で，この２つは年代

を経るに従い，増加しており，評価のあり方が改めて問題となる。
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